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都留市公立大学法人評価委員会会議を開催しました
　

本
市
で
は
、
地
方
独
立
行
政
法
人
法
第
11
条
第

1
項
に
基
づ
き
、
市
が
設
立
す
る
公
立
大
学
法
人

都
留
文
科
大
学
の
業
務
実
績
の
評
価
及
び
法
律
等

に
定
め
ら
れ
た
事
務
を
処
理
す
る
た
め
、
市
長
の

附
属
機
関
と
し
て
、「
都
留
市
公
立
大
学
法
人
評

価
委
員
会
」を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

８
月
７
日（
火
）、
平
成
30
年
度
都
留
市
公
立
大

学
法
人
評
価
委
員
会
会
議
を
開
催
し
、
前
年
度
の

業
務
の
実
績
に
関
す
る
評
価
な
ど
の
議
題
に
つ
い

て
、
評
価
委
員
と
大
学
の
横
内
理
事
長
、
福
田
学

長
を
は
じ
め
と
し
た
法
人
職
員
と
活
発
な
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
議
事
終
了
後
、
福
田

学
長
か
ら「
大
学
の
現
状
と
今
後
の
方
針
に
つ
い

て
」
と
題
し
、
現
状
の
課
題
や
大
学
の
方
向
性
な

ど
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

今
後
、
会
議
で
出
さ
れ
た
意
見
な
ど
を
も
と
に

評
価
結
果
書
を
作
成
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表

す
る
予
定
で
す
。

　

８
月
15
日（
水
）に
山
梨
中
央
銀
行
め
じ
ろ
台
支

店
に
お
い
て
市
の
観
光
や
移
住
に
関
す
る
出
張
Ｐ

Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。
市
と
山
梨
中
央
銀
行
は
昨
年

４
月
24
日
に
地
方
創
生
の
実
現
に
向
け
た『
包
括
連

携
協
定
』を
締
結
し
て
お
り
、
市
の
補
助
事
業
と
連

携
を
し
た
住
宅
ロ
ー
ン
の
取
り
扱
い
な
ど
、
包
括

的
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

７
月
も
八
王
子
支
店
に
お
い
て
同
様
の
イ
ベ
ン

ト
を
実
施
し
、
今
回
の
め
じ
ろ
台
支
店
で
も
店
頭

に
ブ
ー
ス
を
設
け
、「
生
涯
活
躍
の
ま
ち
・
つ
る
」

事
業
や
八
朔
祭
り
、
特
産
品
な
ど
の
紹
介
を
行
い

ま
し
た
。
銀
行
を
訪
れ
た
方
に
本
市
特
製
の
ト
ー

ト
バ
ッ
ク
や
市
の
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
で
あ
る

「
熊
太
郎
の
大
好
物
」を
配
布
し
た
と
こ
ろ
、
大
変

ご
好
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
継
続
的
に
市
の
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
を
実
施

し
、
首
都
圏
を
中
心
と
し
た
市
外
の
方
々
へ
都
留

市
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
ま
す
！

山梨中央銀行めじろ台支店で移住・観光ＰＲを行いました

セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
（
Ｓ
Ｃ
）活
動
報
告

問
合
先

　

地
域
環
境
課 

地
域
振
興
担
当

Ｅ
メ
ー
ル

　

chiikishinkou@
city.tsuru.lg.jp

☎（
43
）１
１
１
１（
内
線
１
７
５
）

Ｆ
Ａ
Ｘ（
43
）５
０
４
９

セーフコミュニティ（ＳＣ）の啓発活動について

　本市では、地域の皆さまにより広くセーフコミュニティの取り組みを知っていただく
ため、啓発マークを作成しました。

都留市セーフコミュニティ啓発マーク
　このマークは、都留市が中心にあり、「都留
市に暮らす全ての人々の安全・安心を両手で守
る」という意味が込められています。
　これから、本市におけるセーフコミュニティ
の取り組みを進めていくにあたり、シンボルと
なるマークです。ぜひ覚えてください。

■�今後、セーフコミュニ
ティの活動を地域の皆
さまに知っていただく
ためのグッズを順次作
成していきますのでお
楽しみに！

　また、啓発活動の一環として啓発グッズを作成します。地域で行われるイベントや市内公共施設での配
布を予定しておりますので、啓発物品配布のご希望がありましたら、地域環境課へお申し込みください。
地域の集会などに地域環境課職員が伺い、セーフコミュニティについてお話をさせていただく出前講座も
実施しております。ふれあいサロンやいーばしょなどで、どうぞご活用ください。

「セーコミュニティ」は決して新しい取り組みではありません！
　セーフコミュニティの活動は、協働のまちづくり推進会の皆さんをはじめとする方々に、新しい取り組みをお願
いするものではありません。セーフコミュニティの事業として取り組むものは、地域の皆さんが行っている事業の
中で、事故やケガが想定されるような事業（予防的な事業を含む）が、思うような結果を得ることができない場合や、
より効果的な結果を求めようとするものについて、市が組織する調査委員会で検証・評価し、その結果を 10月に
設置する対策委員会においてまとめ、地域の皆さんが実施している事業に反映
させていくことが基本となります。
　つまり、この活動は今まで取り組んでいただいている事業を、より効果的で
究極的な安全・安心なまちの実現につなげようとする取り組みです。
　西日本で発生した豪雨により、多くの方々が被害にあわれ、今なおたくさん
の方が避難所生活を余儀なくされています。一方で、自分自身の判断で高台に
避難し、難を逃れた人たちも大勢います。このような判断ができたのは、防災
に対する意識の高さと、「自助」「共助」の精神を平常時から備えておいたからこ
その結果です。
　「自分の命は自分で守る」ということを頭では理解していても、災害時に実践
できなければ意味がありません。普段から市民の皆さんが自ら議論し、災害時
に活かしていく「すべ」を共有していれば、いざという時の「命」を守る行動につ
ながります。そのためにも、このセーフコミュニティの取り組みは重要となる
のです。

■�避難訓練もいざという時に命
を守る「セーフコミュニティ」
の取り組みの一環です。

　

都
留
文
科
大
学
地
域
社
会
学
科
１
年
生
を
対
象

と
し
た
鈴
木
健
大
先
生
の「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
演

習
Ⅰ
」で
、
谷
村
町
駅
を
活
用
し
た
地
域
活
性
化

に
つ
い
て
考
え
る
授
業
を
行
い
ま
し
た
。
前
期
授

業
最
終
日
に
は
、
ワ
ク
ワ
ク
度
や
地
域
貢
献
度
、

実
現
性
と
い
っ
た
評
価
基
準
に
留
意
し
、
班
ご
と

に
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
市
職
員
も
出
席
す
る
中
で
、
地
域
の
人

達
と
協
働
、
連
携
し
た
取
り
組
み
を
目
指
し
、
次

の
よ
う
な
ア
イ
デ
ア
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

駅
前
の
植
栽
の
工
夫

◆
季
節
感
を
感
じ
さ
せ
る
駅
の
装
飾

◆
清
潔
に
保
つ
た
め
の
ト
イ
レ
掃
除

◆
駅
前
を
利
用
し
た
コ
ン
サ
ー
ト

◆
駅
舎
の
ス
ペ
ー
ス
を
利
用
し
た
寺
子
屋　

な
ど

　

今
後
は
市
と
富
士
急
行
株
式
会
社
、
大
学
の
３

者
が
連
携
し
、
発
表
さ
れ
た
提
案
の
実
現
へ
向
け

て
検
討
す
る
予
定
で
す
。

谷村町駅を活用した地域活性化を考える授業が都留文科大学で行われました

■�ポケットティッシュ■�クリアファイル

問合先：企画課 
企画担当

問合先：企画課 
つる創生推進室
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地下水保全条例について
申込・問合先：地域環境課 

環境政策担当
　

地
下
水
資
源
の
保
護
と
採
取
の
適

正
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
市
で

は「
都
留
市
地
下
水
保
全
条
例
」を
制

定
し
ま
し
た
。
10
月
1
日
か
ら
施
行

さ
れ
る
こ
の
条
例
に
つ
い
て
、
そ
の

概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

条
例
の
目
的

　

わ
た
し
た
ち
の
生
活
に
欠
か
す
こ

と
の
で
き
な
い
水
道
水
は
、
そ
の
す

べ
て
が
富
士
山
や
都
留
市
を
取
り
囲

む
豊
か
な
山
林
か
ら
も
た
ら
さ
れ
る

地
下
水
で
す
。
し
か
し
、
こ
の
地
下

水
に
も
限
り
が
あ
り
、
わ
た
し
た
ち

が
将
来
に
わ
た
り
利
用
し
て
い
く
た

め
に
は
、
ひ
と
り
ひ
と
り
が
意
識
し

て
、
地
下
水
資
源
を
守
っ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
地
下
水
資
源

を
守
る
こ
と
、
そ
れ
は
わ
た
し
た
ち

の
豊
か
で
快
適
な
生
活
環
境
を
守
る

こ
と
に
つ
な
が
る
の
で
す
。

条
例
の
対
象
と
な
る
区
域

規
制
区
域　

都
留
市
全
域

特
別
規
制
区
域

○�

公
共
用
水
道
水
源
か
ら
半
径

２
０
０
メ
ー
ト
ル
の
区
域

○�

西
桂
町
と
の
市
境
か
ら
柄
杓
流
川

及
び
桂
川
で
囲
わ
れ
た
内
側
の
区

域
全
体

設
置
の
届
出
が
必
要
と
な
る
井
戸

○
９
月
30
日
ま
で
に
設
置
が
完
了
し

て
い
る
す
べ
て
の
井
戸

○
10
月
１
日
以
降
に
新
た
に
設
置
す
る

農
業
用
及
び
公
共
用
の
井
戸
、
並
び
に

揚
水
機
の
吐
出
口
の
断
面
積
が
６
平
方

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
未
満
の
井
戸

設
置
の
許
可
が
必
要
と
な
る
井
戸

10
月
１
日
以
降
に
新
た
に
設
置
す
る

揚
水
機
の
吐
出
口
の
断
面
積
が
６
平

方
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
井
戸

（
農
業
用
及
び
公
共
用
の
井
戸
は
除
く
）

設
置
の
許
可
が
必
要
と
な
る
井
戸
の

許
可
基
準

①
県
ま
た
は
市
が
定
め
る
土
地
利
用

　

計
画
に
反
し
な
い
こ
と

②
地
下
水
の
有
効
的
利
用
に
支
障
が

　

な
い
こ
と

③
既
設
の
水
道
水
源
や
隣
接
す
る
既

　

設
の
井
戸
に
支
障
を
及
ぼ
す
恐
れ

　

の
な
い
こ
と

④
他
の
水
を
も
っ
て
代
え
る
こ
と
が

　

困
難
な
こ
と

⑤
地
下
水
を
申
請
の
用
途
に
使
用
す

　

る
こ
と
が
、
必
要
で
あ
り
適
当
で

　

あ
る
こ
と

⑥
地
下
水
を
採
取
し
た
場
所
で
利
用

　

し
、
利
用
後
の
不
要
と
な
っ
た
地

　

下
水
を
採
取
場
所
で
適
切
に
排
水

　

処
理
す
る
こ
と

⑦
量
水
器
が
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と

⑧
自
噴
井
の
場
合
は
、
制
水
設
備
等
の

　

設
置
に
よ
り
不
使
用
時
の
流
水
防
止

　

対
策
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と

※
特
別
規
制
区
域
内
に
吐
出
口
の
断
面

積
が
６
平
方
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
の

井
戸
を
設
置
す
る
場
合
は
、
１
日
の
取

水
量
を
20
立
方
メ
ー
ト
ル
ま
で
、
１
事

業
所
あ
た
り
の
井
戸
の
設
置
本
数
を
１

本
ま
で
に
規
制
さ
れ
ま
す
。

※
揚
水
機
の
吐
出
口
の
断
面
積
が
６

平
方
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
井
戸

を
設
置
す
る
場
合
は
、
水
量
を
測
定

す
る
た
め
の
量
水
器
を
設
置
し
、
毎

年
１
回
、
市
に
地
下
水
の
採
取
量
を

報
告
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
地
域
環
境

課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

西桂町との市境から柄杓流川
及び桂川で囲われた内側の区域

公共用水道水源から
半径２００メートルの区域

特
別
規
制
区
域
図

70歳以上の方の「限度額適用認定証」について 問合先：市民課 
保険年金担当

　

国
民
健
康
保
険
及
び
後
期
高
齢
者

医
療
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
で
、
医

療
機
関
で
ひ
と
月
に
支
払
っ
た
額
が

高
額
に
な
っ
た
場
合
、
定
め
ら
れ
た

限
度
額
を
超
え
て
支
払
っ
た
額
は
、

高
額
療
養
費
と
し
て
払
い
戻
し
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
限
度
額

は
、
個
人
や
世
帯
の
所
得
に
応
じ
て

決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
30
年
８
月
か
ら
、
70
歳
以
上

の
方
の
高
額
療
養
費
の
限
度
額
が
見

直
さ
れ
、
現
役
並
み
所
得
者（
窓
口

で
の
自
己
負
担
割
合
３
割
）の
方
の

区
分
は
、
表
の
と
お
り「
現
役
並
み

Ⅰ
」・「
現
役
並
み
Ⅱ
」・「
現
役
並
み

Ⅲ
」の
3
段
階
に
分
か
れ
ま
し
た
。

　
「
現
役
並
み
Ⅰ
」及
び「
現
役
並
み

Ⅱ
」の
方
は
、「
限
度
額
適
用
認
定
証
」

を
医
療
機
関
に
提
示
し
て
い
た
だ
く

と
、
医
療
機
関
で
の
支
払
額
が
各
区

分
の
限
度
額
ま
で
と
な
り
ま
す
。

　

限
度
額
適
用
認
定
証
の
発
行
に
は

申
請
が
必
要
で
す
。「
現
役
並
み
Ⅰ
」

及
び「
現
役
並
み
Ⅱ
」の
方
で
、
医
療

機
関
で
の
支
払
い
が
高
額
に
な
る
可

能
性
の
あ
る
方
は
、
事
前
に
市
民
課

保
険
年
金
担
当
ま
で
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

認
定
証
の
交
付
申
請
に
必
要
な
も
の

　

保
険
証
、
印
鑑

※�

限
度
額
適
用
認
定
証
を
提
示
さ
れ

な
い
場
合
で
も
、
限
度
額
を
超
え

て
支
払
っ
た
額
に
つ
い
て
は
、
後

日
申
請
に
よ
り
払
い
戻
し
が
受
け

ら
れ
ま
す
。

※�「
現
役
並
み
Ⅲ
」
の
方
は
、
保
険

証
・
高
齢
受
給
者
証
の
提
示
に
よ

り
、
医
療
機
関
で
の
支
払
額
は
限

度
額
ま
で
と
な
り
ま
す
。

適用区分 自己負担限度額

現役並みⅢ
課税所得

690万円以上

　252,600円 +( 総医療費 -842,000円 ) ×1％

　【多数回該当】140,100円※

現役並みⅡ
課税所得

380万円以上690万円未満

　167,400円 +( 総医療費 -558,000円 ) ×1％

　【多数回該当】93,000円※

現役並みⅠ
課税所得

145万円以上380万円未満

　80,100円 +( 総医療費 -267,000円 ) ×1％

　【多数回該当】44,400円※

※�過去12 ヶ月以内に 3回以上限度額に達した場合は、
4回目から多数回該当となり、限度額が下がります。

「青少年健全育成標語」を募集します
問合先：生涯学習課

青少年育成都留市民会議事務局
　

11
月
は
、
国
が
青
少
年
育
成
国
民
運

動
の
一
層
の
充
実
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
定
め
た
、
子
ど
も
・
若
者
育
成

支
援
強
調
月
間
で
す
。
平
成
29
年
度

テ
ー
マ
は「
子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援

強
調
月
間
～
支
え
よ
う
輝
く
ひ
と
の 

夢
み
ら
い
～
」と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
市
で
も『
青
少
年
健
全
育
成
推
進
大

会
』を
11
月
16
日（
金
）に
開
催
し
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
広
く
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら

「
青
少
年
の
健
全
育
成
に
関
す
る
標
語
」

を
募
集
し
ま
す
。

応
募
方
法

　

ハ
ガ
キ
ま
た
は
ハ
ガ
キ
大
の
用
紙
に

作
品
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

※
本
人
が
創
作
し
た
未
投
稿
の
作
品
に

限
り
、
一
人
３
点
ま
で
と
し
ま
す
。

対
　
象　

　

一
般
、
高
校
生
、
中
学
生（
１
・
２
年

生
）、
小
学
生（
５
・
６
年
生
）

応
募
締
切
日　

９
月
21
日（
金
）

表
　
彰　

一
般
、
高
校
生
、
中
学
生
、
小

学
生
の
４
部
門
に
分
け
、
部
門
ご
と
に
、

最
優
秀
１
点
、
優
秀
３
点
を『
青
少
年
健

全
育
成
推
進
大
会
』で
表
彰
し
ま
す
。

応
募
・
問
合
先

　

〒
４
０
２
―
０
０
５
２

　

都
留
市
中
央
３
―
８
―
１

　

ま
ち
づ
く
り
交
流
セ
ン
タ
ー
内

　

青
少
年
育
成
都
留
市
民
会
議
事
務
局

　

☎（
43
）１
４
５
１

　

都
留
市
教
育
委
員
会 

生
涯
学
習
課

　

☎（
43
）１
１
１
１　

※
小
学
生
・
中
学
生
・
高
校
生
は
学
校

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

「事業評価・提案会」の市民評価人を募集します！
申込・問合先：企画課 

企画担当
　

本
市
で
は
、
様
々
な
分
野
の
学
識

経
験
者
と
市
民
の
皆
さ
ま
に
、
公
開

の
場
で
市
が
行
う
政
策
や
事
業
な
ど

に
対
す
る
評
価
や
提
案
を
い
た
だ
く

た
め
、「
事
業
評
価
・
提
案
会
」を
開

催
し
て
い
ま
す
。
本
年
度
も
有
識
者

と
共
に
評
価
を
し
て
い
た
だ
け
る
、

市
民
評
価
人
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格　

都
留
市
在
住
の
方　

　
　
　
　
　

※
学
生
可

　

９
月
下
旬
か
ら
10
月
中
に
２
～
３

回
程
度
、
勉
強
会
・
提
案
会
に
出
席

で
き
る
方（
平
日
の
夜
を
予
定
）

募
集
人
数　

２
名
程
度

謝
礼　

評
価
人
と
し
て
提
案
会（
勉

強
会
も
含
む
）へ
の
参
加
１
回
に
つ

き
５
、０
０
０
円

応
募
方
法　

９
月
19
日（
水
）必
着
で

必
要
事
項（
氏
名
、
性
別
、
現
住
所
、

連
絡
先
、
応
募
の
動
機
）を
記
入
し

（
様
式
任
意
）、
メ
ー
ル
、
フ
ァ
ッ
ク

ス
、
郵
送
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
・
申
込
先

〒
４
０
２
―
８
５
０
１

都
留
市
上
谷
１
―
１
―
１

　

都
留
市
役
所 

企
画
課 

企
画
担
当

　

☎（
43
）１
１
１
１(

内
線
２
４
１)

Ｅ
メ
ー
ル　

　

kikaku1@
city.tsuru.lg.jp

Ｆ
Ａ
Ｘ　

　
（
45
）５
０
０
５
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農作業の安全について
問合先：産業課 

農林振興担当
　

農
作
業
を
す
る
際
は
、
少
し
の
油

断
が
大
き
な
事
故
を
引
き
起
こ
す
場

合
が
あ
り
ま
す
。「
農
作
業
は
焦
ら

ず
、
急
が
ず
、
慎
重
に
！
」
を
合
言

葉
に
、
農
家
の
皆
さ
ん
は
、
次
の
点

に
注
意
し
な
が
ら
、
安
全
な
農
作
業

を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
9

月
に
入
っ
て
も
、
ま
だ
ま
だ
暑
い
日

が
続
き
ま
す
の
で
、
こ
ま
め
な
水
分
・

塩
分
補
給
や
休
息
を
と
る
な
ど
、
作

業
の
安
全
対
策
と
と
も
に
、
健
康
面

に
も
十
分
気
を
配
っ
て
く
だ
さ
い
。

共
通
事
項

○�

で
き
る
限
り
、
一
人
で
の
作
業
は

行
わ
な
い
。

○�

作
業
時
は
安
全
に
配
慮
し
た
服
装

を
心
が
け
る
と
と
も
に
、
ヘ
ル
メ
ッ

ト
な
ど
の
防
護
用
具
を
着
用
す
る
。

①�

ト
ラ
ク
タ
ー
、
農
薬
散
布
車
の

　

転
落
・
横
転
事
故
の
防
止

走
行
中
、
作
業
中
に
ス
ピ
ー
ド
を
出

し
す
ぎ
な
い

→�

け
ん
引
中
、
薬
液
の
積
載
時
に
は

特
に
注
意
し
、
必
ず
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
を
着
用
す
る
。

土
手
な
ど
へ
の
乗
り
上
げ
、
脱
輪
に

よ
る
転
倒
に
注
意

→�

ほ
場
や
移
動
路
の
危
険
箇
所
を
確

認
、
補
修
す
る
。

→�

除
草
な
ど
に
よ
り
、
危
険
箇
所
が

分
か
る
よ
う
に
す
る
。

ブ
レ
ー
キ
連
結
の
確
認

→�

農
作
業
前
後
の
道
路
走
行
前
に
必

ず
ブ
レ
ー
キ
を
連
結
し
ま
し
ょ

う
。
ブ
レ
ー
キ
を
連
結
し
て
い
な

い
と
、
ブ
レ
ー
キ
を
踏
ん
だ
時
に

急
旋
回
し
て
転
落
・
横
転
す
る
事

故
に
つ
な
が
り
ま
す
。

②�
農
業
機
械
と
の
挟
ま
れ
事
故
の
防
止

走
行
・
作
業
中
は
常
に
周
囲
に
注
意

す
る

→�

低
い
枝
や
支
柱
の
近
く
で
の
走

行
、
作
業
を
避
け
る
。

→�

危
険
箇
所
に
は
あ
ら
か
じ
め
目
印

を
つ
け
て
お
く
。

→�

耕
う
ん
機（
管
理
機
）は
、
特
に
後

進
の
際
に
注
意
す
る
。

③�

高
所
か
ら
の
転
落
事
故
の
防
止

脚
立
で
の
作
業
は
安
定
し
た
体
勢
で

行
う

→�

安
定
し
た
場
所
に
開
脚
防
止

チ
ェ
ー
ン
を
掛
け
て
使
用
す
る
。

→�

こ
ま
め
に
移
動
し
、
無
理
な
体
勢

で
作
業
し
な
い
。

高
所
作
業
車
は
安
全
を
確
認
し
な
が

ら
行
う

→�

凹
凸
の
あ
る
ほ
場
で
は
、
転
倒
の

恐
れ
が
あ
る
の
で
使
用
し
な
い
。

→�

作
業
台
を
上
昇
さ
せ
た
ま
ま
走
行

し
な
い
。

→�

走
行
中
は
、
枝
や
支
柱
と
の
接

触
、
挟
ま
れ
事
故
に
注
意
す
る
。

④
そ
の
他

農
耕
車
で
道
路
を
通
行
す
る
と
き
は
車

輪
の
泥
を
落
と
す
な
ど
の
心
が
け
を

→�

道
路
は
み
ん
な
の
公
共
物
で
す
。

思
わ
ぬ
事
故
の
つ
な
が
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
の
で
、
汚
す
こ
と
の
な

い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

第21回『都留いきいきフェスティバル 2018』
問合先：生涯学習課

生涯学習担当
　

10
月
・
11
月
の
２
カ
月
間
を
生
涯

学
習
月
間
と
位
置
づ
け
、「
都
留
い

き
い
き
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」を
開
催

し
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
に
文
化
・

芸
術
・
健
康
・
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
に
関

心
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、
い
つ
で
も

自
由
に
学
び
、
学
ん
だ
こ
と
を
生
活

に
生
か
す
き
っ
か
け
を
作
っ
て
い
た

だ
く
た
め
、
多
彩
な
事
業
を
企
画
し

て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
広
報
10
月
号

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

「
都
留
い
き
い
き
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２
０
１
８
」開
会
式
典

日　

時　

９
月
30
日（
日
）

　
　
　
　

13
時
～
15
時
10
分

場　

所　

ま
ち
づ
く
り
交
流
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

４
Ｆ
大
ホ
ー
ル

内　

容　

　

○
開
会
式
典　

13
時
～

　

○
表
彰
式「
第
27
回
増
田
誠
大
賞
」

　
　

入
賞
者
表
彰

　

○
講
演
会　

13
時
40
分
～

講
演
会
内
容

演　

題　
『
わ
た
し
の
八
転
び
七
起

き
な
芸
能
生
活
～
こ
れ
ま
で
を
見
つ

め
、
こ
れ
か
ら
を
考
え
る
～
』

講　

師　

白
須　

慶
子

　
　
　
　
（
女
優
・
都
留
市
出
身
）

講
演
に
よ
せ
て

　
『
目
標
を
も
っ
て
頑
張
れ
ば
、
き
っ

と
』、『
努
力
す
れ
ば
、
必
ず
報
わ
れ

る
』。
生
き
て
い
く
中
で
、
こ
ん
な
言

葉
を
聞
い
た
り
、
投
げ
か
け
ら
れ
た

り
す
る
機
会
は
必
ず
あ
る
と
思
い
ま

す
が
、
生
き
て
い
く
っ
て
、
そ
ん
な

に
簡
単
で
も
単
純
で
も
な
い
！

　

し
か
し
、
何
も
し
な
い
ま
ま
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
頑
張
る
こ
と
を
サ

ボ
っ
て
い
る
訳
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

自
分
の
好
き
勝
手
に
生
き
て
る
と
言

わ
れ
て
も
、
悩
み
く
ら
い
は
あ
る
ん

で
す
！

　

都
留
市
で
生
ま
れ
育
ち
、
専
門
学

校
を
卒
業
後
に
、
上
京
し
て
役
者
を

目
指
し
た
私
、
白
須
慶
子
が
少
し
普

通
で
は
な
い
芸
能
界
と
い
う
道
を
選

ん
で
歩
い
て
い
く
事
を
決
め
た
か
ら

こ
そ
！
出
逢
え
た
人
た
ち
か
ら
貰
っ

た
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
、
私
自
身
が
感
じ

る『
生
き
て
い
く
』と
い
う
こ
と
へ
の

思
い
を
皆
さ
ま
と
共
感
で
き
た
ら
嬉

し
い
で
す
。
芸
能
界
と
い
う
世
界
に
、

都
留
市
か
ら
20
歳
を
過
ぎ
た
女
が
飛

び
込
む
と
、
ど
う
い
う
こ
と
か
ら
ス

タ
ー
ト
す
る
の
か
…
と
い
う
お
話
も

で
き
た
ら
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

普通に年をとるために『つるフォーラム』開催！
問合先：長寿介護課

地域包括支援センター☎（46）5114
　

み
な
さ
ん
は
、『
普
通
に
年
を
と

る
』と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
考
え
た

こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

　

朝
起
き
て
ご
飯
を
食
べ
、
新
聞
を

読
ん
だ
り
、
買
い
物
を
し
た
り
、
夜

に
な
れ
ば
入
浴
し
て
寝
る
。
た
ま
に

友
達
と
出
か
け
た
り
、
趣
味
を
楽
し

ん
だ
り
、
具
合
が
悪
い
時
は
病
院
や

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
。

　

誰
で
も
年
を
と
り
ま
す
。
他
人
ご

と
で
は
な
く
、
将
来
を
見
据
え
て
若

い
う
ち
か
ら
自
分
の
生
活
に
支
障
が

起
き
た
こ
と
を
、
イ
メ
ー
ジ
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。

日
本
の
高
齢
者
人
口
・
介
護
保
険
料
・

高
齢
化
率
の
推
移

　

日
本
の
高
齢
化
率
は
年
々
上
昇
を

続
け
、
２
０
１
６
年
は
27
．
３
％
、

15
年
後
の
２
０
３
１
年
に
は
32
．

８
％
に
な
る
と
予
測
さ
れ
、
高
齢
化

に
よ
り
、
地
域
で
一
人
暮
ら
し
や
夫

婦
の
み
の
高
齢
者
世
帯
も
増
加
し
つ

つ
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
介
護
の
担
い

手
不
足
に
よ
り
、
現
在
受
け
ら
れ
る

サ
ー
ビ
ス
も
将
来
は
受
け
ら
れ
に
く

く
な
る
可
能
性
が
あ
り
、
下
図
の
よ

う
に
、
高
齢
者
人
口
と
高
齢
化
率
の

増
加
に
比
例
す
る
形
で
、
年
々
、
介

護
保
険
料
も
増
額
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
現
状
を
踏
ま
え
、
今

あ
る
制
度
や
資
源
を
未
来
に
繋
げ
る

よ
う
に
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

楽しく運動をして健康長寿を目指しましょう！
申込・問合先：長寿介護課

地域包括支援センター☎（46）5114

～
ら
く
ら
く
フ
ィ
ッ
ト
～

「
ミ
ズ
ノ
式　

ど
な
た
で
も
楽
し
く

参
加
で
き
る
健
康
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

　

65
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
、
心
身

と
も
に「
元
気
で
は
つ
ら
つ
と
し
た

生
活
」
を
続
け
る
た
め
に
、「
膝
」、

「
腰
」、「
歩
行
」、「
バ
ラ
ン
ス
」
を

テ
ー
マ
に
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
楽
し

く
継
続
で
き
る
内
容
で
開
催
い
た
し

ま
す
。
開
催
日
に
よ
り
き
た
え
る
部

位
が
異
な
り
ま
す
。
全
日
参
加
し
て

全
身
を
強
化
し
ま
し
ょ
う
！

申
込
締
切　

　

第
１
コ
ー
ス　

10
月
９
日（
火
）

　

第
２
コ
ー
ス　

11
月
15
日（
木
）

コース 第１コース（５日間） 第２コース（５日間）

場　所 都留市健康ジムスタジオ（ふるさと会館内）

スケジュール

10 月16 日（下半身） 11 月22 日（下半身）

10 月23 日（上半身） 11 月29 日（上半身）

10 月30 日（体　幹） 12 月  6 日（体　幹）

11 月  6 日（リズム） 12 月13 日（リズム）

11 月13 日（柔　軟） 12 月20 日（柔　軟）

いずれも火曜日 いずれも木曜日

時間など 14 時～ 15 時

スタッフ 健康運動指導士　ほか

募
集
人
数　

各
コ
ー
ス
15
名

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
。

参
加
費　

１
回
１
０
０
円

　
　
　
　
（
健
康
ジ
ム
入
館
料
）

参
加
条
件　

医
師
か
ら
運
動
制
限
さ

れ
て
い
な
い
こ
と

会　

場　

 

　

都
留
市
健
康
ジ
ム
ス
タ
ジ
オ
内

　
（
ふ
る
さ
と
会
館
内
）

持
ち
物　

タ
オ
ル
、
飲
み
物
、
運
動

し
や
す
い
靴（
館
内
で
履
き
替
え
て

い
た
だ
き
ま
す
。）

※
プ
ロ
グ
ラ
ム
前
後
に
体
組
成
計
で

測
定
し
、
筋
肉
の
増
加
量
な
ど
を
測

り
ま
す
。

※�上記日程の開催時間帯において、スタジオの一般利用はで
きません。

■昨年のいきいきフェスティバル開会式典内
「第26 回増田誠大賞」入賞者表彰式の様子

出典・内閣府 HP　平成29 年版高齢社会白書（概要版）
　　・厚生労働省 HP　介護費用と保険料の推移

日本の高齢者人口・介護保険料・高齢化率の推移 つ
る
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

10
月
４
日（
木
）に
開
催
す
る「
つ

る
フ
ォ
ー
ラ
ム
」で
は
、
市
の
高
齢

化
や
介
護
な
ど
の
現
状
を
知
っ
て
い

た
だ
き
、
普
通
に
年
を
と
っ
て
い
く

に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か
を
一
緒

に
考
え
る
機
会
に
し
ま
せ
ん
か
。

日　

時　

10
月
４
日(

木)

19
時
～

場　

所　

ま
ち
づ
く
り
交
流
セ
ン
タ
ー

内　

容

　

○
講
演
会

　

○
市
内
の
支
え
合
い
活
動
発
表

参
加
費　

無
料

講
演
会
内
容

演　

題　
『
さ
さ
え
あ
い
』

�

講　

師　

�

公
益
財
団
法
人
さ
わ
や
か

福
祉
財
団 

土
屋
幸
己

Ｈ 3 0 . 9. 11 1 Ｈ 3 0 . 9. 1 1 0


